
は
じ
め
に

宗
祇
出
生
地
小
論

ｌ
寺
院
領
・
荘
園
と
の
地
縁
的
関
係
に
求
め
て
Ｉ

が
進
ま
な
い
。
そ
れ
は
宗
祇
の
誕
生
に
つ
い
て
、
出
生
地
に
つ
い
て
ど
う

ま
と
め
よ
う
か
と
迷
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

迷
い
の
原
因
は
金
子
金
治
郎
氏
が
打
ち
出
さ
れ
た
宗
祇
の
出
生
を
近
江

の
六
角
氏
の
重
臣
伊
庭
氏
と
す
る
伊
庭
氏
出
生
説
に
あ
る
。
こ
の
呪
縛
か

ら
私
は
ど
う
解
放
さ
れ
れ
ば
よ
い
の
か
、
こ
れ
が
遥
巡
の
原
因
で
あ
っ
た
。

次
に
、
こ
の
小
論
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
参
考
と
し
、
学
恩
を
得
た
先

（
１
）

覚
の
宗
祇
に
関
す
る
主
な
研
究
・
論
考
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

①
荒
木
良
雄
氏
『
宗
祇
」
創
元
社
昭
和
肥
年

②
伊
地
知
識
男
氏
「
宗
祇
」
青
梧
堂
昭
和
喝
年
（
「
伊
地
知
識
男
著
作
集

Ｉ
」
汲
古
堂
平
成
８
年
再
収
）

③
江
藤
保
定
氏
「
宗
祇
の
研
究
」
笠
間
書
房
昭
和
狸
年

④
江
藤
保
定
氏
「
宗
祇
連
歌
作
品
集
拾
遺
」
「
鶴
見
女
子
大
学
紀
要
」
９

昭
和
始
年
ｎ
月

鶴
崎
裕
雄

卓
▲
■
画

一
●
巴

ロ
ワ
ロ

は
じ
め
に
私
の
結
論
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
宗
祇
の
出
生
地
は
宗
祇
と

同
時
代
の
景
徐
周
麟
が
「
種
玉
宗
祇
庵
主
肖
像
賛
」
に
記
す
通
り
、
近
江

国
の
東
部
で
あ
ろ
う
。
問
題
は
東
部
の
何
処
か
、
も
う
少
し
範
囲
が
狭
ま

ら
な
い
か
。
し
か
し
、
現
在
の
と
こ
ろ
明
確
な
史
料
は
見
当
た
ら
な
い
。

た
だ
そ
こ
に
到
達
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
方
法
と
し
て
相
国
寺
の
荘
園
関

係
に
目
を
向
け
て
み
よ
う
。
本
稿
は
、
相
国
寺
の
寺
領
か
ら
何
か
ヒ
ン
ト

が
得
ら
れ
な
い
か
と
い
う
提
案
と
そ
の
理
由
を
論
ず
る
も
の
で
あ
る
。

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
の
日
本
評
伝
選
の
第
一
冊
は
今
谷
明
氏
の
「
京
極
為

兼
」
で
、
二
○
○
三
年
（
平
成
一
五
年
）
の
刊
行
で
あ
っ
た
。
こ
の
評
伝

選
は
四
二
一
一
冊
が
予
定
さ
れ
て
い
て
（
平
成
二
三
年
七
月
現
在
）
、
私
（
鶴

崎
）
も
連
歌
師
の
宗
祇
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
筆



ま
ず
、
金
子
氏
の
伊
庭
氏
出
生
説
以
前
の
宗
祇
の
出
生
説
を
確
か
め
て

お
き
た
い
。
出
生
説
は
大
き
く
二
つ
あ
っ
た
。
一
は
近
江
出
生
説
、
二
は

紀
伊
出
生
説
で
あ
る
。

宗
祇
の
出
生
地
を
近
江
国
の
東
部
と
す
る
の
は
、
宗
祇
と
交
渉
の
あ
つ

（
２
）

た
景
徐
周
麟
の
詩
文
集
「
翰
林
萌
蔵
集
」
第
一
一
巻
の
「
種
玉
宗
祇
庵
主

肖
像
賛
」
で
あ
る
。
文
中
に
、

宗
祇
老
布
袖
、
身
産
江
東
地
、
名
喧
天
子
賢

と
あ
る
。
布
袖
は
僧
侶
の
衣
で
、
老
は
敬
意
を
込
め
た
老
僧
、
天
子
蜜
は

天
子
の
領
地
、
つ
ま
り
宗
祇
の
名
は
日
本
中
に
広
ま
っ
て
い
る
。
江
東
地

は
近
江
国
の
東
部
、
現
在
の
滋
賀
県
守
山
市
・
野
洲
市
・
近
江
八
幡
市
・

竜
王
町
・
東
近
江
市
・
愛
荘
町
あ
た
り
の
何
処
か
で
あ
ろ
う
。

景
徐
周
麟
は
ま
さ
に
宗
祇
と
同
時
代
の
人
物
、
別
に
軒
号
を
宜
竹
と
い

っ
た
。
宗
祇
よ
り
一
九
歳
下
の
永
享
一
二
年
（
一
四
四
○
）
生
ま
れ
。
父

は
室
町
幕
府
の
重
鎮
大
館
持
房
（
三
浦
周
行
氏
「
足
利
時
代
に
於
け
る
上

（
３
）

流
武
士
の
公
私
生
活
ｌ
大
館
持
房
行
状
の
研
究
ｌ
」
）
。
五
歳
で
京
都
の
相

国
寺
に
入
っ
た
。
応
仁
の
乱
勃
発
の
応
仁
元
年
（
一
四
六
七
）
八
月
、
同

じ
相
国
寺
の
僧
横
川
景
三
と
と
も
に
桃
源
瑞
仙
の
郷
里
近
江
国
市
村
（
滋

賀
県
愛
荘
町
）
に
戦
火
を
避
け
て
疎
開
し
た
。
こ
の
間
、
景
徐
た
ち
は
蒲

近
江
出
生
説

五
一一

⑤
小
西
甚
一
氏
「
宗
祇
」
日
本
詩
人
選
肥
筑
摩
書
房
昭
和
始
年

⑥
木
藤
才
蔵
氏
「
連
歌
史
論
考
」
上
・
下
明
治
書
院
昭
和
始
年
・
妃

（
増
補
改
訂
版
平
成
５
年
）

⑦
両
角
倉
一
氏
「
宗
祇
年
譜
稿
」
「
山
梨
県
立
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
焔

昭
和
師
年
３
月

⑧
金
子
金
治
郎
氏
「
宗
祇
の
生
活
と
作
品
」
桜
楓
社
昭
和
弱
年

⑨
藤
原
正
義
氏
「
宗
祇
序
説
」
笠
間
書
房
昭
和
弱
年

⑩
両
角
倉
一
氏
「
宗
祇
連
歌
の
研
究
」
勉
誠
社
昭
和
帥
年

⑪
島
津
忠
夫
氏
「
連
歌
師
宗
祇
」
岩
波
書
店
平
成
３
年
（
島
津
忠
夫
著

作
集
四
「
心
敬
と
宗
祇
」
和
泉
書
院
平
成
焔
年
再
収
）

⑫
金
子
金
治
郎
氏
「
宗
祇
の
父
と
母
と
」
「
国
語
と
国
文
学
」
東
京
大
学
国

文
学
会
平
成
７
年
７
月

⑬
奥
田
勲
氏
「
宗
祇
』
吉
川
弘
文
館
人
物
叢
書
平
成
Ⅲ
年

⑭
金
子
金
治
郎
氏
「
連
歌
師
宗
祇
の
実
像
」
角
川
書
店
平
成
ｕ
年

⑮
末
柄
豊
「
宗
祇
」
「
日
本
歴
史
」
吉
川
弘
文
館
平
成
皿
年
２
月

⑯
藤
原
正
義
氏
「
乱
世
の
知
識
人
と
文
学
」
和
泉
書
院
平
成
吃
年

⑰
奥
田
淳
一
氏
『
連
歌
師
宗
祇
と
近
江
」
サ
ン
ラ
イ
ズ
出
版
平
成
加
年

⑱
島
津
忠
夫
氏
「
宗
祇
の
顔
影
像
の
樋
類
と
変
遷
」
和
泉
普
院
平
成
羽
年

以
下
、
文
中
、
右
の
書
に
つ
い
て
は
、
番
号
（
①
②
…
）
と
著
者
の
姓

と
書
名
の
み
を
掲
げ
る
。



兼
載
と
改
名
す
る
の
が
文
明
一
八
年
末
な
の
で
（
「
実
隆
公
記
」
文
明
一
八

年
一
二
月
一
一
二
日
条
）
、
そ
れ
以
前
の
作
品
と
す
れ
ば
、
宗
祇
六
六
歳
、
景

徐
四
七
歳
以
前
の
こ
と
。
宗
祇
と
景
徐
は
作
品
の
上
で
も
面
識
が
あ
っ
た

の
で
あ
る
。

こ
の
景
徐
の
「
種
玉
宗
祇
庵
主
肖
像
賛
」
に
つ
い
て
、
三
条
西
実
隆
の

日
記
「
実
隆
公
記
」
永
正
四
年
（
一
五
○
七
）
五
月
一
三
日
条
に
、

宗
碩
下
向
濃
州
、
為
暇
請
来
、
書
状
等
言
伝
之
、
宗
祇
影
像
賛
事
可

申
宜
竹
之
由
示
之
、
預
置
帰
了
、

と
あ
り
、
同
年
六
月
一
三
日
条
に
、

寿
首
座
来
、
聯
句
点
到
来
、
又
宗
祇
影
賛
宜
竹
被
草
之
持
来
、
尤
珍

重
也
、
早
被
清
瞥
可
賜
之
由
報
了
、

と
あ
り
、
同
月
一
五
日
条
に
、

宗
祇
法
師
肖
像
賛
今
日
到
来
、
尤
自
愛
々
々
、

と
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
宜
竹
は
景
徐
周
麟
の
軒
号
な
の
で
、
日
記
中
の

宗
祇
影
像
賛
は
景
徐
の
「
種
玉
宗
祇
庵
主
肖
像
賛
」
で
あ
ろ
う
と
論
じ
ら

れ
て
い
る
（
荒
木
氏
「
宗
祇
」
①
を
は
じ
め
、
伊
地
知
氏
「
宗
祇
」
②
、

金
子
氏
「
宗
祇
の
生
活
と
作
品
」
⑧
ほ
か
、
宗
祇
の
評
伝
に
は
殆
ど
必
ず

景
徐
の
宗
祇
影
像
賛
と
「
実
隆
公
記
」
の
関
連
記
事
が
触
れ
ら
れ
て
い
る
）
。

近
江
出
生
説
は
江
戸
時
代
に
も
引
き
継
が
れ
た
。
そ
の
中
で
も
よ
く
知

（
７
）

ら
れ
る
も
の
は
大
村
由
己
（
梅
庵
）
の
「
梅
庵
古
筆
伝
」
で
、

一
。
Ｌ
三
口

｜
〃
。

（
１
）

生
智
閑
の
招
き
を
受
け
て
永
源
寺
に
遊
ん
だ
。

そ
の
後
、
応
仁
の
乱
が
収
束
に
向
か
う
と
景
徐
は
帰
洛
し
、
相
国
寺
・

景
徳
寺
・
等
持
寺
に
入
り
、
明
応
五
年
（
一
四
九
六
）
か
ら
同
九
年
ま
で

は
相
国
寺
鹿
苑
院
に
入
っ
て
僧
録
を
司
っ
た
。
永
正
一
五
年
（
一
五
一
八
）

三
月
、
七
九
歳
で
亡
く
な
っ
た
。
宗
祇
に
遅
れ
る
こ
と
一
六
年
で
あ
っ
た
。

舌
③
）

後
に
も
述
べ
る
が
、
宗
祇
の
「
筑
紫
道
記
」
に
、

こ
の

船
木
と
い
ふ
所
に
、
垂
日
、
都
相
国
寺
に
し
て
折
々
頼
み
侍
る
人
、
此

あ
り

ち
ぎ
り

山
里
を
占
め
て
吉
祥
院
と
て
有
。
今
両
夜
の
契
万
年
の
昔
の
語
ら
ひ

に
も
劣
ら
ず
、
様
々
の
心
ざ
し
、
狭
き
袖
に
は
包
み
が
た
く
な
ん
。

と
あ
っ
て
、
宗
祇
も
若
い
頃
、
相
国
寺
に
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
年
齢
は

溌
徐
よ
り
宗
祇
の
方
が
一
九
歳
上
で
あ
る
。
応
仁
の
乱
勃
発
の
年
に
は
、

宗
祇
は
関
東
地
方
に
い
た
。
宗
祇
が
何
歳
ま
で
相
国
寺
に
い
た
か
正
確
に

は
わ
か
ら
な
い
が
、
宗
祇
の
「
浅
茅
」
（
木
藤
才
蔵
氏
校
注
「
連
歌
論
集
」

二
三
弥
井
書
店
昭
和
師
年
）
に
「
わ
き
て
連
歌
の
道
、
三
十
あ
ま
り
よ

り
い
か
で
か
と
恩
ひ
侍
り
…
…
」
と
あ
っ
て
、
連
歌
師
を
志
し
て
相
国
寺

を
出
た
の
が
三
○
歳
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
年
、
景
徐
は
一
一
歳
と
な
る
。

後
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
柿
衛
文
庫
や
国
会
図
書
館
蔵
の
年
次
未
詳
の

（
６
）

和
漢
聯
句
に
宗
祇
と
景
徐
が
同
席
し
て
い
る
。
「
嬬
加
和
漢
聯
句
作
品
集
成
」

に
こ
の
和
漢
聯
句
の
翻
刻
が
あ
る
。
宗
祇
は
和
句
一
○
句
、
景
徐
は
漢
句

四
句
を
詠
む
。
連
衆
に
猪
苗
代
兼
載
の
初
名
宗
春
が
見
え
る
。
宗
春
よ
り



白、

宗
祇
法
師

倭
歌
者
常
縁
門
弟
也
。
連
歌
者
師
心
敬
・
宗
胸
。
江
州
人
。
庵
号
種

玉
。
斎
Ⅲ
向
然
。
宜
行
為
記
有
。
下
草
・
老
葉
・
忘
草
等
草
蕊
尤
多
。

文
亀
二
年
七
月
廿
九
日
死
。
八
十
一
歳
。

と
あ
る
。
文
中
、
宜
行
は
「
宜
竹
」
（
餓
徐
）
の
誤
写
で
あ
る
（
金
子
氏

『
宗
祇
の
生
活
と
作
画
聖
③
）
。

ニ
紀
伊
出
生
説

Ｉ
、

ロ

i､腎
弔ｒ

巳
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一

，
一

一

近
江
出
生
説
に
対
し
、
江
戸
時
代
に
な
る
と
紀
伊
出
生
説
が
台
頭
し
て

く
る
。
紀
伊
出
生
説
は
紀
伊
側
内
の
数
カ
所
に
見
ら
れ
る
（
拙
稿
「
紀
州

８
》

同
人
衆
と
寄
合
の
文
芸
」
。
そ
の
内
、
主
な
伝
承
地
は
有
田
郡
有
田
川
町

下
津
野
（
旧
、
吉
備
町
）
と
紀
の
川
市
粉
河
（
旧
、
粉
河
町
）
の
二
か
所

で
あ
る
。
・

中
で
も
最
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
は
有
田
川
町
下
津
野
に
あ
る
宗
祇
屋

倣
跡
の
伝
承
地
で
、
大
正
一
四
年
と
昭
和
四
三
年
に
伝
承
地
と
し
て
和
歌

山
県
史
跡
の
指
定
を
受
け
て
い
る
。
屋
敷
跡
の
あ
る
下
津
野
は
有
川
川
の

左
岸
に
あ
り
、
平
成
の
大
合
併
以
前
は
有
田
郡
吉
備
町
に
属
し
て
い
た
。

た
ど
の

こ
の
圭
口
備
町
は
明
恵
上
人
の
出
身
地
で
も
あ
り
、
有
Ⅲ
川
に
架
か
る
川
殿

補
に
は
大
樹
の
枝
に
座
る
明
恵
上
人
と
馬
に
乗
る
宗
祇
の
上
半
身
像
の
し

云■ 田

鬼

と
苫Ｆ号司宅翼

』
尾
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江
戸
時
代
、
里
村
家
が
連
歌
界
を
牛
耳
る
中
で
宗
祇
の
誕
生
地
を
紀
伊
に

す
る
の
は
何
故
か
と
関
心
を
示
さ
れ
る
（
島
津
氏
「
連
歌
師
宗
祇
」
⑪
）
。

（
Ⅱ
）

島
津
氏
所
蔵
の
『
巴
聞
」
は
紀
伊
出
生
説
の
資
料
と
し
て
多
く
の
研
究

書
に
紹
介
さ
れ
、
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
書
は
、
付
合
な
ど
を
い
ろ
は

順
の
一
つ
書
で
並
べ
た
連
歌
書
で
、
賊
文
に
、

右
之
一
冊
ｆ
紹
巴
老
二
同
宿
之
間
私
之
聞
書
也
他
見
之
憧
一

笑
々
々慶

長
七
趣
八
月
廿
九
日
：
繭
紹
与

と
あ
る
。
全
文
の
終
わ
り
の
方
の
一
節
に
、

一
、
宗
祇
根
来
寺
ノ
三
里
程
辰
巳
ノ
律
僧
寺
ニ
テ
髪
ヲ
ソ
ル
母

遠
江
飯
尾
ノ
筋
父
ハ
紀
州
小
松
原
ノ
猿
楽
師
ゾ

と
あ
る
。
慶
長
七
年
（
一
六
○
二
）
よ
り
半
世
紀
後
、
承
応
二
年
（
一
六

（
腿
）

五
一
二
）
の
貧
睡
子
の
「
種
玉
宗
祇
伝
」
に
は
、

宗
祇
老
人
、
姓
三
善
、
氏
飯
尾
、
庵
日
種
玉
、
斎
称
自
然
、
…
称
光

天
皇
御
宇
応
永
二
十
八
年
辛
丑
生
紀
州
粉
河
邑
、
…

と
あ
る
。
享
保
一
三
年
（
一
七
二
八
）
仁
木
阿
弥
が
紀
伊
国
で
書
写
し
た

一
旧
）

と
い
う
宗
は
ん
著
「
宗
祇
法
師
伝
』
に
は
、

一
、
宗
祇
の
初
生
地
は
紀
伊
国
有
田
郡
の
内
藤
波
庄
黍
野
と
云
在
所

の
又
大
夫
と
申
せ
し
猿
楽
の
実
子
也
、
…
…

猿
楽
に
す
き
一
座
を
催
し
豊
後
国
に
下
る
時
に
、
宗
祇
父
子
も
同

ｆ
〃

リ
ー
フ
が
飾
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
同
和
教
育
が
盛
ん
に
推
進
さ
れ
始
め
た

昭
和
三
○
年
代
、
吉
備
町
は
「
同
和
教
育
は
吉
備
町
に
学
べ
」
と
い
う
ス

ロ
ー
ガ
ン
が
あ
っ
た
ほ
ど
同
和
教
育
に
熱
心
な
地
域
で
あ
っ
た
。
同
和
教

育
が
熱
心
で
あ
っ
た
理
由
の
一
つ
に
、
宗
祇
が
差
別
さ
れ
る
伎
楽
師
の
子

で
あ
っ
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る
。
地
元
の
辻
岡
治
男
氏
「
宗
祇
生
誕
地
の

（
９
）

一
考
証
』
に
は
、
宗
祇
の
出
生
・
経
歴
が
不
明
な
の
は
、

中
世
は
門
地
（
家
柄
）
や
職
業
な
ど
で
、
政
治
・
経
済
・
社
会
面
関

係
で
差
別
す
る
風
潮
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
…
…
い
わ
ゆ
る

上
流
階
級
か
ら
閉
め
出
さ
れ
る
と
い
う
当
時
の
世
相
を
、
宗
祇
は
心

の
底
か
ら
読
み
と
り
、
自
分
の
生
い
立
ち
が
明
ら
か
に
な
る
言
動
を

避
け
る
よ
う
に
努
力
し
て
、
一
生
を
終
わ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

と
い
う
一
文
が
あ
る
。
も
う
二
○
年
も
前
の
著
書
で
あ
り
、
文
章
の
隅
々

に
著
者
辻
岡
氏
の
郷
土
愛
が
満
ち
溢
れ
て
い
る
。

宗
祇
が
身
分
の
低
い
と
さ
れ
る
資
料
は
特
に
紀
伊
出
生
説
に
集
中
す
る
。

早
い
段
階
で
紀
伊
出
生
説
に
注
目
し
た
の
は
荒
木
氏
で
、
「
宗
祇
」
①
に
は

「
伝
承
が
案
外
に
真
実
を
物
語
る
こ
と
が
多
い
の
で
捨
て
難
く
は
あ
る
が

：
…
・
」
と
あ
る
。
し
か
し
荒
木
氏
は
紀
伊
出
生
説
を
展
開
さ
せ
る
の
か
と

期
待
し
た
が
、
す
ぐ
に
否
定
し
て
近
江
出
生
説
に
移
行
し
て
し
ま
う
。

近
江
出
生
説
を
有
力
と
は
見
て
い
る
が
、
「
中
世
の
謎
」
と
い
う
特
集
で

（
叩
）

紀
伊
説
を
考
え
て
み
た
島
津
忠
夫
氏
は
、
な
ぜ
紀
伊
出
生
説
が
生
じ
た
か
、



重
な
っ
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

江
戸
時
代
に
入
る
と
、
そ
れ
ま
で
の
芸
能
や
文
芸
が
血
縁
関
係
の
、
い

わ
ゆ
る
家
元
制
度
に
移
行
す
る
。
絵
画
し
か
り
、
茶
道
し
か
り
、
活
花
し

か
り
で
あ
る
。
絵
画
の
狩
野
派
と
同
様
、
連
歌
の
南
北
の
里
村
家
が
独
占

的
に
幕
府
の
保
護
を
受
け
た
。
こ
の
流
れ
と
宗
祇
の
紀
伊
出
生
説
、
さ
ら

に
低
い
身
分
の
出
生
と
い
う
伝
承
は
何
処
か
で
関
わ
る
の
で
は
な
い
か
。

右
の
島
津
氏
の
示
さ
れ
た
関
心
に
便
乗
し
て
、
大
変
な
迂
閣
た
考
え
で
あ

以
上
の
よ
う
に
宗
祇
の
出
生
に
つ
い
て
は
大
き
く
近
江
出
生
説
と
紀
伊

出
生
説
と
が
存
在
し
た
。
こ
の
内
、
近
江
出
生
説
を
さ
ら
に
絞
っ
た
の
が

金
子
金
治
郎
氏
の
伊
庭
氏
出
生
説
で
あ
る
。

伊
庭
氏
出
生
説
の
発
端
は
金
子
氏
「
宗
祇
の
生
活
と
作
品
」
③
で
あ
る

（
以
下
、
金
子
氏
の
論
の
展
開
に
つ
い
て
は
奥
田
氏
「
宗
祇
』
⑬
を
参
照
し

た
）
。

る
が
、
私
（
鶴
崎
）
は
、
連
歌
の
大
先
達
で
あ
る
宗
祇
の
出
生
の
身
分
を

低
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
逆
に
里
村
家
の
格
式
を
高
め
よ
う
と
し
た
の
で

は
な
い
か
と
も
推
測
し
て
み
た
。

出
生
地
で
は
な
い
が
、
和
歌
山
県
下
に
は
宗
祇
に
関
わ
る
伝
承
地
が
多

い
。
例
え
ば
貞
享
五
年
（
一
六
八
八
）
「
笈
の
小
文
」
で
芭
蕉
が
紀
三
井
寺

を
訪
れ
た
時
、

紀
三
井
山
下
杢
太
に
体
ら
へ
ぱ
宗
祇
の
故
事
を
ね
も
ご
ろ
に
を
し

へ
て

宗
祇
に
も
廻
り
あ
ひ
た
り
お
そ
桜
（
「
新
撰
翁
草
」
）

と
詠
ん
だ
宗
祇
坂
と
い
う
伝
承
地
が
あ
っ
た
。
ま
た
田
辺
市
元
町
に
は
宗

祇
翁
旧
跡
が
現
存
し
て
い
る
。

三
金
子
氏
の
伊
庭
氏
出
生
説

一
五
六

道
也
、
宗
祇
は
十
三
豊
後
に
出
入
、
四
年
逗
留
有
し
也
、
あ
る
大

寺
の
院
主
宗
祇
を
あ
は
れ
み
、
朝
暮
そ
ば
を
不
放
愛
せ
ら
る
、
此

院
主
九
州
に
か
く
れ
な
き
歌
道
す
き
に
て
、
有
時
宗
祇
に
た
は
ぶ

れ
申
さ
れ
し
は
、
さ
て
も
そ
な
た
心
あ
ら
ぱ
、
よ
く
聞
給
ふ
く
し
、

古
詞
に
人
は
賢
に
馴
よ
、
賎
し
き
に
ふ
る
掴
事
な
か
れ
と
あ
り
、

其
故
い
か
ん
と
い
ふ
に
、
猿
楽
に
す
け
ば
猿
楽
に
成
、
歌
を
す
け

ば
歌
人
に
成
ぞ
よ
と
、
既
に
そ
な
た
の
頼
む
所
の
大
夫
こ
そ
猿
楽

に
す
き
、
我
先
祖
の
何
某
の
筋
を
捨
ざ
る
ゆ
へ
に
落
ぶ
れ
此
国
に

下
ら
る
、
と
聞
、
そ
れ
こ
そ
証
拠
な
れ
、
貴
所
は
必
々
今
よ
り
後

は
猿
楽
道
を
す
て
歌
人
に
な
れ
と
て
、
古
今
一
部
取
出
し
宗
祇
に

送
ら
れ
、
素
読
相
伝
有
し
と
也
、

と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
身
分
の
低
い
と
さ
れ
る
伎
楽
師
・
猿
楽
師
出
身
の

宗
祇
が
連
歌
師
と
し
て
大
成
す
る
と
い
う
伝
承
は
、
主
に
紀
伊
出
生
説
と



金
子
氏
は
、
一
宗
祇
の
生
活
と
作
品
』
⑧
に
お
い
て
、
岩
国
吉
川
家
蔵
の

《
伽
〕

術
生
殿
人
々
宛
、
『
古
文
書
時
代
鑑
』
上
巻
所
収
の
浅
野
家
蔵
の
口
生
殿
御

宿
所
宛
、
及
び
昭
和
四
一
年
五
月
の
三
都
古
典
連
合
会
の
古
脊
の
『
展
観

入
札
目
録
』
の
掲
載
写
真
の
蒲
生
殿
御
宿
所
宛
の
三
通
の
宗
祇
書
状
に
注

Ⅱ
し
た
。
特
に
金
子
氏
が
注
制
し
た
三
都
古
典
連
合
会
『
展
観
入
札
Ⅱ
録
』

の
書
状
は
、

先
度
八
木
拝
領
之
時

御
返
事
巾
候
冊
巳
前
巾
候

伊
勢
之
人
神
戸
方
之
事
候

連
々
罷
下
候
へ
と
被
申
候
親

之
時
ち
か
つ
き
候
し
間
左
様
之

儀
候
哉
度
々
音
信
候
間
強

可
下
存
候
但
宗
益
先
彼

地
へ
罷
越
候
て
左
右
可
申
曲
に
候

其
様
へ
定
而
可
申
候
我
等
事
も

承
候
て
可
罷
越
存
候
然
者

其
方
ま
て
の
路
次
大
儀
候
三

富
殿
二
可
申
入
存
候
万
事

被
仰
合
て
可
懸
候
事
候
一
向

御
扶
持
を
可
懸
存
候
其
為
二

、
九
二

”
ｒ
Ｄ
Ｉ 瞬漁，－
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「
伊
勢
之
人
」
を
蒲
生
城
に
迎
え
る
了
解
を
取
り
付
け
よ
う
と
す
る
書
状
と

解
釈
す
る
。
こ
う
し
た
書
状
が
出
せ
る
の
は
宗
祇
が
「
親
之
時
ち
か
つ
き

候
し
間
」
つ
ま
り
親
（
父
）
に
連
れ
ら
れ
て
六
角
氏
の
近
く
に
伺
候
し
た

か
ら
で
あ
り
、
「
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
」
の
文
明
一
○
年
三
月
八
日
条
「
自

宗
祇
方
書
状
到
来
、
伊
庭
之
弟
八
郎
上
洛
、
六
角
進
退
事
申
入
欺
」
の
記

事
、
さ
ら
に
宗
祇
没
後
二
二
年
の
作
品
で
あ
る
が
、
三
条
西
実
隆
・
宗
長
・

宗
碩
の
三
吟
「
伊
庭
千
句
』
を
分
析
し
、
宗
祇
を
六
角
氏
の
近
く
に
連
れ

て
行
っ
た
「
親
」
は
六
角
氏
の
重
臣
伊
庭
氏
一
族
の
者
で
あ
る
と
論
じ
た
。

ま
た
宗
祇
が
飯
尾
姓
を
名
乗
る
の
は
、
母
が
管
領
細
川
氏
の
被
官
飯
尾
氏

の
出
身
で
、
母
方
の
姓
を
名
乗
っ
た
と
論
じ
る
。

金
子
氏
の
最
晩
年
の
著
書
「
連
歌
師
宗
祇
の
実
像
」
⑭
の
第
一
章
は
「
宗

祇
の
父
と
母
と
」
と
題
し
、
「
近
江
・
紀
伊
両
説
併
記
に
決
着
を
つ
け
る
た

め
、
私
な
り
の
宗
祇
の
出
自
の
謎
へ
の
解
答
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
」

と
記
す
。
宗
祇
の
出
生
地
を
求
め
る
金
子
氏
の
一
徹
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。

古
書
展
の
「
展
観
入
札
目
録
」
の
掲
載
写
真
を
資
料
に
論
を
ま
と
め
ら

れ
た
金
子
氏
は
、
宗
祇
の
書
状
の
掲
載
に
つ
い
て
た
び
た
び
「
原
本
所
蔵

の
方
に
は
、
非
礼
を
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
」
と
断
ら
れ
て
い
た
。
古
書

展
以
後
の
所
蔵
者
が
判
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
じ
っ
は
こ
の
替
状
の
原
本

は
大
阪
市
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
。
私
（
鶴
崎
）
が
初
め
て
書
状

の
原
本
を
見
た
の
は
平
成
一
二
年
の
秋
、
同
博
物
館
所
蔵
の
連
歌
資
料
を

一
五
八

如
此
申
入
候
近
日
仕
候
発
句

染
て
待
心
や
木
、
の
初
時
雨

又
兼
載
は
あ
は
地
ま
て
の
ほ
り
候
由
承
候

兵
庫
ま
て
な
と
申
候
宗
長
は
来
月

初
京
着
可
仕
候
恐
々
謹
言

（
晦
力
〉

九
月
口
日
宗
祇
（
花
押
）

蒲
生
殿
御
宿
所

と
あ
る
。
後
述
の
よ
う
に
こ
の
『
展
観
入
札
目
録
」
の
宗
祇
の
書
状
は
、

現
在
、
大
阪
歴
史
博
物
館
蔵
で
あ
る
。

金
子
氏
は
こ
の
瞥
状
中
の
「
伊
勢
之
人
神
戸
方
之
事
」
を
「
近
江
を
追

わ
れ
て
伊
勢
へ
移
っ
た
六
角
佐
々
木
の
関
係
者
」
と
考
え
、
延
徳
三
年
（
一

四
九
二
八
月
、
将
軍
足
利
義
材
が
前
将
軍
義
尚
に
倣
っ
て
六
角
高
頼
を

攻
め
、
翌
年
明
応
元
年
に
は
高
頼
勢
が
甲
賀
や
伊
勢
に
逃
れ
た
中
の
人
物

の
一
人
で
、
神
戸
（
鈴
鹿
市
）
に
居
る
者
と
推
測
す
る
。
さ
ら
に
こ
の
「
親

之
時
ち
か
つ
き
候
し
間
」
を
宗
祇
の
「
親
が
親
し
く
し
た
」
の
が
「
伊
勢

之
人
」
と
解
釈
し
、
宗
祇
の
親
を
「
六
角
高
頼
の
周
囲
の
者
と
親
し
い
関

係
に
あ
っ
た
ら
し
い
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
結
論
し
た
。

さ
ら
に
金
子
氏
は
論
を
進
め
、
「
宗
祇
の
両
親
の
家
筋
を
ま
と
め
て
考

察
」
し
た
の
が
、
金
子
氏
「
宗
祇
の
父
と
母
と
」
⑫
で
あ
る
。
こ
の
中
で
、

金
子
氏
は
「
伊
勢
之
人
」
を
六
角
高
頼
の
母
か
祖
母
と
推
定
し
て
、
こ
の



「
こ
こ
に
至
る
ま
で
の
推
論
は
論
文
に
就
か
れ
た
い
が
、
金
子
氏
が
あ
げ
て

い
る
根
拠
は
ど
れ
も
推
測
を
必
要
と
し
て
い
て
確
証
に
欠
け
る
。
否
定
は

で
き
な
い
が
肯
定
す
る
の
も
蹄
踏
さ
れ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
述

べ
る
。
私
も
こ
の
奥
田
氏
に
は
全
く
賛
成
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
伊
庭
氏
出

生
説
は
、
「
伊
勢
之
人
」
が
「
親
之
時
ち
か
つ
き
候
」
を
、
伊
勢
に
い
る
人

Ⅱ
六
角
氏
当
主
の
祖
母
あ
た
り
に
父
親
に
連
れ
ら
れ
て
少
年
宗
祇
が
近
侍

し
た
と
い
う
解
釈
に
基
づ
く
。
こ
う
し
た
解
釈
に
基
づ
く
推
測
な
の
で
肯

定
も
否
定
も
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
金
子
氏
は
「
伊
庭
千
句
」
を
分
析
し
、
千
句
の
願
主
種
中
務
丞

貞
和
は
伊
庭
氏
出
身
で
、
願
主
の
願
い
は
伊
庭
氏
と
六
角
氏
と
の
関
係
修

復
に
あ
り
、
宗
祇
と
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
三
条
西
実
隆
や
宗
長
・
宗
碩

に
三
吟
を
依
頼
し
た
と
推
測
す
る
。
か
っ
て
私
も
「
伊
庭
千
句
』
に
つ
い

て
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
施
、
ど
う
も
実
隆
た
ち
は
宗
祇
と
伊
庭
氏
と
の
関

係
を
意
識
し
て
い
な
い
よ
う
で
、
実
隆
の
日
記
「
実
隆
公
記
」
に
は
連
歌

の
始
ま
る
前
に
は
あ
ま
り
乗
り
気
で
な
い
よ
う
な
書
き
振
り
で
あ
る
。
私

に
は
「
伊
庭
千
句
」
と
宗
祇
の
関
わ
り
は
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
な
い
。

金
子
氏
の
「
伊
勢
之
人
」
が
「
親
之
時
ち
か
つ
き
候
」
の
解
釈
に
は
末

柄
豊
氏
も
「
奥
田
勲
著
「
宗
祇
」
」
⑮
で
異
を
唱
え
る
。
こ
れ
は
吉
川
弘
文

館
人
物
叢
書
の
一
つ
、
奥
田
氏
「
宗
祇
」
⑬
へ
の
書
評
で
あ
る
が
、
末
柄

氏
も
宗
祇
の
出
生
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
、
書
評
全
体
の
四
分
の
一
以
上

胃
Ｌ
Ｌ

ゾ
ノ

調
査
し
た
時
で
あ
る
。
宗
祇
書
状
の
現
物
を
見
て
、
私
の
背
筋
に
電
流
が

走
っ
た
。
金
子
氏
は
こ
の
前
年
、
平
成
一
一
年
に
亡
く
な
ら
れ
て
い
た
。

ご
存
命
中
に
大
阪
市
立
博
物
館
所
蔵
の
報
告
が
で
き
た
ら
ど
ん
な
に
喜
ば

れ
た
だ
ろ
う
か
と
つ
く
づ
く
思
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
博
物
館
は

（
腸
｝

大
阪
城
内
よ
り
馬
場
町
に
移
築
さ
れ
、
大
阪
歴
史
博
物
館
と
な
っ
た
。

金
子
氏
の
伊
庭
氏
出
生
説
に
対
し
て
、
学
説
発
表
の
常
と
し
て
、
疑
問

や
否
定
の
見
解
が
投
げ
か
け
ら
れ
た
。
ま
ず
藤
原
正
義
氏
が
、
藤
原
氏
「
宗

祇
序
説
」
⑨
の
あ
と
が
き
で
「
摂
津
細
川
・
塩
川
・
吉
川
氏
と
の
関
係
等
々

に
つ
い
て
私
按
と
は
所
見
を
異
に
し
て
い
る
こ
と
を
付
記
す
る
に
と
ぎ
め

る
」
と
記
し
た
。
藤
原
氏
は
こ
れ
よ
り
以
前
に
、
塩
川
氏
を
は
じ
め
と
す

る
大
阪
府
下
の
北
摂
地
域
の
国
人
の
記
録
「
高
代
寺
日
記
」
を
資
料
に
し

て
宗
祇
を
摂
津
能
勢
地
方
の
国
人
の
出
身
と
し
た
。
さ
ら
に
藤
原
氏
「
乱

世
の
知
識
人
と
文
学
」
⑮
で
は
「
宗
祇
は
応
永
廿
八
年
（
一
四
二
一
）
摂

州
能
勢
在
地
の
武
家
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
や
が
て
喝
食
と
し
て
相
国
寺

に
入
り
…
…
」
と
し
て
宗
祇
の
能
勢
氏
出
身
を
明
言
し
た
。
私
（
鶴
崎
）

（
脇
）

自
身
、
か
っ
て
「
高
代
寺
日
記
」
を
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
私
に
は
こ

の
記
録
は
史
料
的
価
値
は
低
く
、
宗
祇
出
生
地
を
論
ず
る
に
は
ほ
ど
遠
い

内
容
と
い
う
印
象
が
強
か
っ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ま
ず
藤
原
氏
が
金
子

氏
の
伊
庭
氏
出
生
説
に
異
論
を
唱
え
た
。

奥
田
氏
の
「
宗
祇
」
⑬
で
は
、
金
子
氏
の
伊
庭
氏
出
生
説
に
つ
い
て
、



の
ス
ペ
ー
ス
を
費
や
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
「
親
之
時
ち
か
つ
き
候
」
の

「
親
」
は
「
宗
祇
を
招
い
た
伊
勢
国
人
神
戸
具
盛
の
父
（
実
は
伊
勢
国
司
北

畠
政
郷
（
初
名
政
具
）
・
養
父
神
戸
某
（
貞
正
ヵ
）
の
い
ず
れ
で
あ
る
か
不

明
）
の
こ
と
で
、
宗
祇
の
父
の
こ
と
で
は
な
い
」
と
説
く
。

以
上
、
宗
祇
の
出
生
地
に
関
す
る
伝
承
や
諸
説
で
あ
る
が
、
何
分
私
（
鶴

崎
）
の
誤
読
や
誤
解
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
著
書
や
ご
論
文
を
お

確
か
め
い
た
だ
く
と
あ
り
が
た
い
。

四
近
江
国
東
部
の
相
国
寺
領
（
荘
園
）
を
求
め
て

れ
る
と
い
っ
た
こ
と
も
、
存
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
記
す
（
金
子
氏

「
宗
祇
の
生
活
と
作
品
」
⑧
）
。
私
も
相
国
寺
や
、
相
国
寺
の
寺
領
や
荘
園

関
係
か
ら
出
生
地
解
明
の
ヒ
ン
ト
は
得
ら
れ
な
い
も
の
か
と
思
う
の
で
あ

る
。

こ
こ
で
述
べ
た
い
の
は
、
中
世
、
殊
に
戦
国
期
、
地
域
の
寺
院
が
そ
の

地
方
の
教
育
、
土
地
の
子
弟
の
教
育
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
で
あ

る
。
上
杉
謙
信
や
伊
達
政
宗
た
ち
が
幼
少
期
、
地
域
の
寺
院
に
預
け
ら
れ

た
こ
と
は
戦
国
武
将
伝
に
数
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
決
し
て
物
語
で
は

な
く
史
実
と
し
て
存
在
す
る
。
そ
れ
も
人
的
ま
た
は
地
縁
的
関
係
に
よ
っ

て
結
ば
れ
る
の
で
あ
る
。
二
、
三
の
例
を
挙
げ
て
考
え
を
進
め
た
い
。

宗
祇
の
第
一
の
弟
子
、
宗
長
の
場
合
、
宗
長
は
上
洛
し
て
宗
祇
に
連
歌

を
学
び
、
一
体
宗
純
に
禅
を
学
ん
だ
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
応
仁

し
ゅ
う
似
う
み
よ
う

の
乱
で
疲
弊
し
た
大
徳
寺
を
復
興
し
た
一
体
は
大
徳
寺
の
開
山
宗
峯
妙

ち
ょ
う

な
ん
ぽ
じ
ょ
、
う
み
ん

超
や
そ
の
師
で
あ
る
南
浦
紹
明
（
大
応
国
師
）
を
信
奉
し
て
い
た
。
さ
ら

に
一
体
は
山
城
国
薪
（
京
田
辺
市
）
の
南
浦
旧
跡
の
妙
勝
庵
を
再
建
し
、

隣
接
し
て
酬
恩
庵
を
建
て
、
こ
の
庵
で
亡
く
な
っ
た
。
こ
の
一
体
が
信
奉

は
と
り
た
き
よ
う
じ

し
て
い
た
南
浦
は
駿
河
国
の
出
身
で
、
安
部
郡
服
部
の
建
穂
寺
で
出
家
し

た
。
同
国
の
宗
長
も
建
穂
寺
に
入
っ
て
出
家
し
、
今
川
氏
に
仕
え
た
後
、

上
洛
し
て
一
体
の
門
に
入
っ
た
。
こ
こ
に
時
代
は
離
れ
る
が
、
南
浦
と
宗

長
は
同
国
と
い
う
地
縁
的
関
係
が
あ
り
、
同
じ
く
時
代
は
隔
た
る
が
南
浦

天
。

本
稿
の
冒
頭
で
私
（
鶴
崎
）
の
結
論
を
述
べ
た
よ
う
に
、
宗
祇
の
出
生

地
は
近
江
国
の
東
部
と
考
え
る
。
問
題
は
東
部
の
何
処
か
、
も
う
少
し
範

囲
が
狭
ま
ら
な
い
か
。
そ
こ
で
相
国
寺
に
関
係
の
あ
る
近
江
国
東
部
の
土

地
を
探
し
て
み
て
は
、
具
体
的
に
は
相
国
寺
の
寺
領
や
荘
園
関
係
に
目
を

向
け
て
み
て
は
ど
う
か
と
い
う
提
案
な
の
で
あ
る
。

稿
を
進
め
な
が
ら
、
執
勧
に
「
宗
祇
の
生
ま
れ
た
江
東
の
比
定
地
」
を

求
め
た
金
子
氏
の
研
究
態
度
に
は
感
心
す
る
。
推
測
に
推
測
を
重
ね
た
論

と
は
い
う
も
の
の
、
そ
の
一
徹
さ
に
は
頭
の
下
が
る
思
い
で
あ
る
。
実
は

金
子
氏
は
「
宗
祇
の
生
涯
に
と
っ
て
の
相
国
寺
は
、
き
わ
め
て
重
要
で
あ

っ
て
、
宗
祇
の
生
活
の
節
目
や
側
面
が
、
相
国
寺
生
活
に
よ
っ
て
解
明
さ



（
動
）

氏
の
論
考
が
あ
る
。
愛
満
丸
が
大
乗
院
に
入
っ
た
の
は
寛
正
一
一
年
（
一
四

六
二
一
一
月
の
こ
と
、
五
年
後
「
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
」
文
正
元
年
（
一

四
六
六
）
二
月
二
六
日
条
に
は
、

一
、
愛
満
丸
部
屋
月
次
連
歌
始
之
云
々
、

と
あ
る
。
「
云
々
」
と
あ
る
の
で
、
記
主
尋
尊
は
こ
の
連
歌
に
は
参
加
し
な

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
寵
愛
す
る
愛
満
丸
の
部
屋
で
行
わ
れ
た
連
歌
、

多
分
愛
満
丸
が
主
催
し
た
の
で
あ
ろ
う
、
そ
れ
も
毎
月
行
わ
れ
る
月
次
連

歌
の
始
ま
り
で
あ
る
。
連
歌
に
は
式
目
な
ど
複
雑
な
規
則
が
あ
っ
て
、
あ

る
程
度
の
習
得
に
時
間
が
か
か
る
。
前
句
と
の
付
合
に
は
和
歌
や
故
実
の

知
識
を
必
要
と
す
る
。
愛
満
丸
は
そ
れ
ら
の
知
識
、
学
問
や
教
養
を
身
に

（
副
）

着
け
て
「
部
屋
月
次
連
歌
」
を
開
始
，
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
勿
論
そ
れ
ま
で

に
幾
度
も
連
歌
の
場
を
踏
み
重
ね
た
で
あ
ろ
う
。
尋
尊
が
熱
心
に
指
導
し

た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
大
乗
院
に
入
る
以
前
、
愛
満
丸

に
は
連
歌
に
つ
い
て
ど
れ
ほ
ど
知
識
が
あ
っ
た
か
は
全
く
判
ら
な
い
。
多

分
皆
無
に
等
し
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
愛
満
丸
は
他
の
稚
児
た
ち
と
同

じ
よ
う
に
、
こ
う
し
て
寺
院
内
で
教
養
を
積
み
、
学
問
を
励
む
。
寺
院
は

現
在
の
大
学
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
ど
の
よ
う
な
授
業
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
わ
ゆ
る

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
の
か
。

内
閣
文
庫
に
「
難
波
草
紙
」
（
二
○
四
’
八
六
）
と
い
う
本
が
あ
る
。
翻

一
一
〈
一

と
一
体
は
信
奉
と
い
う
人
的
関
係
が
あ
り
、
南
浦
を
仲
介
に
一
体
と
宗
長

が
結
び
つ
く
の
で
あ
る
。
宗
長
の
『
宗
長
手
記
」
下
に
、
薪
の
酬
恩
庵
に

滞
在
中
、
醍
醐
寺
に
赴
い
た
時
、

宗
長
の
師
匠
、
駿
河
の
宰
相
と
て
此
院
家
に
宮
づ
か
へ
せ
し
人
也

と
い
う
一
文
が
あ
る
。
「
静
岡
市
史
」
原
始
古
代
中
世
の
「
連
歌
師
宗
長
」

を
執
筆
し
た
中
川
芳
雄
氏
は
建
穂
寺
が
醍
醐
寺
の
末
寺
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

（
鵬
）

宗
長
が
得
度
し
た
の
は
建
穂
寺
で
あ
る
と
断
定
し
た
。
私
（
鶴
崎
）
も
こ

の
断
定
は
正
し
い
と
思
う
。
宗
長
は
幼
少
年
期
、
地
元
の
建
穂
寺
に
入
り
、

〈
四
）

教
育
を
身
に
着
け
た
の
で
あ
る
。

地
域
の
子
弟
が
幼
少
年
期
を
寺
院
で
過
ご
し
、
教
育
を
受
け
、
教
養
を

身
に
着
け
る
例
は
興
福
寺
の
尋
尊
の
日
記
「
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
」
に
幾

つ
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
興
福
寺
に
は
幾
つ
も
の
子
院
が
あ
る
。
尋
尊

の
大
乗
院
に
も
在
地
の
子
弟
た
ち
が
入
っ
て
く
る
。
子
弟
の
身
分
は
様
々

で
、
高
貴
な
者
は
尋
尊
と
対
等
に
、
ま
た
は
側
近
と
し
て
寺
院
で
安
穏
と

暮
ら
す
こ
と
が
約
束
さ
れ
る
。
し
か
し
身
分
の
低
い
者
は
雑
役
に
追
わ
れ
、

出
家
し
て
も
下
級
僧
と
し
て
勤
め
を
果
た
す
。
中
に
は
借
財
の
質
に
代
わ

っ
て
寺
院
に
送
ら
れ
た
者
も
あ
っ
た
。

し
の
ど
う
な
ん
し
よ
く

大
乗
院
の
稚
児
、
愛
満
丸
は
尋
尊
に
寵
愛
さ
れ
る
衆
道
（
男
色
）
で
あ

り
、
興
福
寺
で
教
育
を
受
け
た
一
人
で
あ
る
。
愛
満
丸
の
父
鵠
又
四
郎
は

土
豪
の
下
人
ク
ラ
ス
の
階
層
で
あ
ろ
う
。
愛
満
丸
に
つ
い
て
は
森
田
恭
二



う
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
日
常
見
か
け
る
寺
院
内
の
稚
児
の
成
長
で
あ
り
、

「
う
つ
く
し
き
児
」
に
は
衆
道
の
雰
囲
気
も
漂
っ
て
い
る
。

あ
ま
り
衆
道
・
男
色
を
述
べ
て
、
私
（
鶴
崎
）
が
宗
祇
を
衆
道
と
か
男

色
と
い
っ
て
い
る
よ
う
に
誤
解
さ
れ
て
は
困
る
。
言
い
た
い
の
は
中
世
の

寺
院
は
重
要
な
教
育
機
関
で
あ
り
、
特
に
地
方
の
、
国
人
衆
や
土
豪
の
子

弟
が
、
時
に
は
愛
満
丸
の
よ
う
な
下
人
ク
ラ
ス
の
子
弟
も
、
教
育
を
受
け

た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
寺
院
に
入
っ
て
教
育
を
受
け
る
機
会
、
そ
こ
に

は
人
的
・
地
縁
的
関
係
が
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

宗
祇
が
相
国
寺
に
入
っ
た
動
機
、
金
子
氏
は
「
蔭
涼
軒
日
録
」
に
よ
っ

て
支
配
下
に
あ
っ
た
近
江
の
寺
院
と
し
て
、
金
剛
寺
・
安
楽
寺
・
永
明
寺
・

篠
原
正
法
寺
・
山
上
含
空
院
そ
の
他
を
挙
げ
る
。
私
は
こ
の
金
子
氏
の
発

想
に
賛
成
で
あ
る
。
宗
祇
の
出
生
地
を
求
め
る
有
効
な
手
法
で
あ
る
。
も

う
一
つ
、
相
国
寺
の
寺
領
・
荘
園
で
近
江
国
東
部
に
あ
る
も
の
を
求
め
る

こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
相
国
寺
の
寺
領
や
荘
園
に
は
ど
の
よ
う
な
資
料

が
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
研
究
が
あ
る
の
か
。

手
頃
な
方
法
と
し
て
歴
史
民
俗
博
物
館
の
日
本
荘
園
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス

の
検
索
か
ら
始
め
る
と
、
野
洲
郡
の
玉
造
荘
（
野
洲
市
野
洲
）
と
蒲
生
郡

か
ぱ
た

の
締
田
荘
（
東
近
江
市
締
田
町
）
の
一
一
か
所
あ
る
。
宗
祇
と
同
時
代
の
史

料
と
し
て
は
「
蔭
涼
軒
日
録
」
に
見
え
る
。
「
蔭
涼
軒
日
録
」
は
全
五
巻
、

一
応
、
玉
造
荘
・
締
田
荘
の
記
事
を
抜
き
出
し
て
み
た
。
た
だ
し
抜
き
出

一
一
〈
一
年

（
”
琴

刻
に
は
演
中
修
氏
の
「
〈
資
料
翻
刻
〉
内
閣
文
庫
蔵
「
難
波
草
紙
」
」
が
あ
り
、

に
い
か
わ

和
泉
国
の
国
人
新
川
氏
を
研
究
す
る
近
藤
孝
敏
氏
に
よ
っ
て
、
著
述
か
筆

写
か
所
蔵
か
は
判
ら
な
い
も
の
の
、
戦
国
末
期
か
ら
江
戸
時
代
初
期
の
土

豪
新
川
三
十
郎
盛
政
、
別
号
三
慶
と
の
関
わ
り
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
ま

た
目
下
、
山
村
規
子
・
大
利
直
美
氏
に
よ
っ
て
詳
細
な
研
究
が
進
行
し
て

い
る
。
こ
の
草
紙
は
、
「
内
閣
文
庫
国
書
分
類
目
録
」
に
は
「
中
世
小
説
」

と
あ
る
が
、
内
容
は
稚
児
の
守
る
べ
き
教
訓
書
で
、
あ
げ
ら
れ
る
文
芸
・

芸
能
の
ジ
ャ
ン
ル
は
、
歌
道
・
連
歌
・
鼓
・
大
鼓
・
笛
・
鞠
遊
・
乗
馬
な

ど
で
あ
る
。
最
後
に
若
衆
の
道
、
念
者
に
対
す
る
心
得
や
態
度
が
記
さ
れ

る
。
つ
ま
り
『
難
波
草
紙
」
は
衆
道
の
守
る
べ
き
教
訓
番
で
あ
る
。
し
か

し
一
般
の
稚
児
の
教
訓
書
と
は
全
く
変
わ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
寺
院
に
あ

っ
て
は
衆
道
は
ご
く
普
通
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
今
日
の
よ
う
に
目
く
じ
ら

を
立
て
て
議
論
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
連
歌
書
の
一
つ
を
紹
介
し
た

ち
く
ふ
ん

い
。
宗
祇
の
選
ん
だ
『
竹
林
抄
」
を
同
時
代
の
兼
蔽
が
識
釈
し
た
「
竹
聞
」

に
、

花
の
枝
も
か
く
な
る
物
か
夏
木
立
智
濫

と
い
う
発
句
を
、

う
つ
く
し
キ
児
ノ
入
道
ニ
ナ
リ
タ
ル
ャ
ウ
也

と
評
し
て
い
る
。
美
し
く
咲
い
た
桜
の
枝
も
夏
に
は
こ
ん
な
葉
の
繁
っ
た

木
立
に
な
る
の
か
と
い
う
句
を
、
可
愛
い
稚
児
が
逢
し
い
入
道
に
な
る
よ



造
庄
事
一
、
有
司
御
退
一
・
則
対
二
公
方
一
御
逆
鱗
也
。
太
不
レ
可
し
然
。
明
日

明
後
日
両
日
過
者
自
然
可
し
有
し
退
。
両
日
間
事
者
兎
角
被
嘗
仰
延
云
々
。

如
レ
此
白
事
非
臭
予
意
見
一
。
侍
衣
有
二
御
意
一
得
鳥
可
し
有
二
御
宰
一
云
々
・

延
徳
４
年
９
月
陥
日
当
寺
出
官
来
云
、
今
日
於
皇
方
丈
一
有
冒
評
定
一
。
江

州
玉
造
庄
事
可
し
致
：
訴
訟
一
。
可
レ
預
↓
・
御
披
露
・
・
為
ご
評
定
衆
使
一
来

云
々
・
予
云
、
江
州
寺
社
本
所
領
一
国
平
均
如
レ
此
。
然
者
錐
し
有
一
訴
訟
：

白
次
人
不
し
可
し
有
し
之
。
予
披
露
事
掛
酌
也
。
以
：
寺
奉
行
一
可
レ
有
二
御
訴

訟
一
云
々
・

明
応
２
年
３
月
８
日
午
後
料
都
文
来
。
面
し
之
打
話
。
勧
以
し
煮
雲
井

盃
一
、
話
云
、
玉
造
庄
補
任
取
し
之
。
惟
明
和
尚
住
持
時
取
し
之
。
三
千
疋

折
紙
遇
し
之
、
未
し
入
し
手
。
々
々
者
相
定
所
々
御
礼
可
し
白
云
々
。

明
応
２
年
３
月
９
日
斎
前
料
都
聞
持
二
綴
一
来
。
蓋
江
州
玉
造
庄
補
任

銭
也
。
不
し
面
し
之
。
謝
詞
丁
寧
。

か
ば
た

〈
締
田
荘
〉

長
禄
３
年
４
月
ｕ
日
当
院
領
締
田
庄
木
引
人
夫
之
事
。
被
三
嘆
白
一
之
分

伺
し
之
。
命
：
子
当
院
奉
行
飯
尾
左
衛
門
大
夫
一
、
寿
徳
院
敷
地
、
不
し
為
ｉ

寺
家
成
敗
一
之
由
、
端
渓
和
尚
以
：
書
状
一
被
・
自
分
一
披
冨
露
之
一
命
皇
子
飯

尾
加
賀
守
一
也
。

長
禄
３
年
皿
月
劉
日
当
院
領
江
州
締
田
年
貢
怠
慢
事
、
召
瞥
百
姓
・
可
し

被
二
仰
付
一
之
事
。

一
生
〈
一
一
》

し
た
だ
け
で
、
宗
祇
の
出
生
地
を
示
す
よ
う
な
記
事
は
全
く
見
当
た
ら
な

い
。

〈
玉
造
荘
〉

長
禄
３
年
吃
月
妬
日
当
寺
領
玉
造
内
花
園
人
足
事
。
如
し
旧
被
し
還
菖
付

子
寺
家
一
。
即
可
レ
被
し
成
二
御
奉
書
一
之
由
被
皇
仰
出
一
・
即
命
・
干
飯
尾
左

衛
門
大
夫
也
。

長
享
２
年
６
月
〃
日
当
寺
都
文
侍
衣
持
為
奉
書
一
来
、
蓋
江
州
玉
造
郷
、

八
木
大
国
御
返
付
之
立
紙
之
奉
書
也
。
両
所
之
地
下
江
被
レ
成
二
奉
書
二

通
ｂ
以
上
三
通
一
覧
返
し
之
。

延
徳
３
年
９
月
１
日
大
智
院
月
翁
来
降
。
…
…
又
日
、
御
喝
食
御
所
御

領
事
。
於
：
江
州
二
ヶ
所
一
有
し
之
。
先
且
可
し
白
し
之
。
一
所
建
部
社
領

也
。
彼
社
務
出
二
重
書
一
・
彼
在
所
可
レ
有
鳥
御
知
行
・
・
然
者
土
員
三
分
一

者
可
し
預
言
御
扶
持
一
・
近
年
者
守
護
被
官
伊
庭
南
押
領
也
。
昔
者
七
百
石

在
所
也
。
今
者
三
四
百
有
し
之
乎
。
一
所
玉
造
庄
内
一
名
也
。
二
百
石
許

在
所
也
。
近
年
山
内
方
押
領
也
。
自
然
時
者
被
レ
説
二
破
子
葉
室
公
一
為
し

幸
云
々
・
建
部
宮
者
勢
多
之
橋
之
辺
仁
有
し
之
云
々
・

延
徳
４
年
９
月
週
日
自
・
方
丈
一
以
：
侍
衣
・
云
、
昨
日
為
：
上
意
一
被
昌
仰

出
雫
子
細
者
、
当
寺
領
江
州
玉
造
庄
代
官
職
事
、
飯
尾
加
賀
守
仁
被
二
仰

付
儒
云
々
。
然
間
今
日
鳴
：
退
鼓
一
可
し
退
云
々
・
返
答
云
、
今
日
退
太
不
し

可
レ
然
。
十
六
日
御
祈
祷
巳
後
可
し
有
二
御
退
一
之
由
被
・
一
仰
出
一
処
、
就
二
玉



賀
守
一
難
し
被
望
仰
付
一
・
日
数
之
御
暇
之
故
書
上
事
。
掛
酌
之
由
白
し
之
。

自
レ
此
亦
過
し
人
被
レ
督
之
為
し
幸
。
乃
遣
兵
丹
光
於
賀
州
宅
一
督
之
。
賀
州

対
面
云
。
日
数
御
暇
之
由
難
義
之
由
白
し
之
。
堀
河
殿
有
：
御
一
行
圭
者
、

可
二
書
上
一
之
由
、
白
二
千
鹿
苑
院
一
・
非
二
如
在
之
義
一
由
丁
寧
云
々
・

長
享
２
年
Ⅲ
月
田
日
斎
罷
鹿
苑
院
来
降
。
見
レ
伸
穏
江
左
途
中
辛
労
之

謝
一
・
就
看
江
之
椅
田
之
事
一
。
花
山
院
殿
遣
二
鹿
苑
院
一
之
一
行
有
し
之
。

一
見
耳
。
時
勝
定
翁
亦
来
。
鹿
苑
命
菖
普
門
新
命
一
日
。
江
之
御
陳
以
：
参

詣
一
可
レ
致
二
入
寺
之
礼
一
・
自
二
天
龍
南
禅
一
以
前
入
寺
之
故
。
先
一
人
可
し

参
云
々
・

長
享
２
年
ｎ
月
幻
日
与
二
堀
川
殿
一
談
二
合
之
一
・
堀
日
依
二
締
田
之
義
一
相

公
御
機
嫌
不
し
好
也
。
若
自
・
此
状
之
趣
一
者
、
一
向
寺
家
事
不
し
可
レ
有
言

御
知
》
之
由
被
二
仰
出
一
。
後
者
不
し
可
し
有
二
二
之
句
一
・

延
徳
３
年
６
月
２
日
於
鳶
葉
公
第
一
鹿
苑
同
侍
衣
待
二
葉
公
一
。
々
々
自
．

御
前
一
帰
乃
対
面
。
佃
侍
衣
江
州
締
田
目
安
出
し
之
。
葉
公
一
：
見
之
一
云
、

花
山
院
支
証
明
鏡
也
。
相
公
以
前
有
二
御
覧
一
。
錐
し
然
自
・
鹿
苑
相

公
一
干
し
今
当
知
行
之
在
所
不
し
可
し
有
二
相
違
一
欺
云
々
・
乃
出
督
千
疋
之
折

紙
一
退
出
。
往
望
慈
泉
庵
一
。
鹿
苑
同
侍
衣
及
愚
喫
レ
精
帰
。

延
徳
３
年
６
月
Ⅳ
日
鹿
苑
侍
衣
院
主
一
行
持
レ
之
来
。
蓋
締
田
事
也
。
面

話
。
謁
二
相
府
一
条
々
書
立
説
二
向
葉
室
公
一
。
一
、
御
法
名
事
・
…
：
。
二
、

御
道
号
事
…
…
。
三
、
三
会
院
御
成
事
…
…
。
四
、
来
廿
四
日
普
広
院

天；
Ｐ期

長
禄
４
年
４
月
妬
日
当
院
領
締
田
百
姓
、
雛
し
成
皇
召
文
一
不
二
参
洛
一
之

事
。
井
備
後
国
寺
領
遵
行
未
し
出
之
事
伺
し
之
。
命
：
院
奉
行
飯
尾
左
衛
門
大

夫
一
也
。

寛
正
３
年
廻
月
四
日
当
院
領
江
州
安
孫
子
締
田
庄
、
就
二
八
王
寺
造
営

要
木
一
伺
し
之
。
可
し
被
し
成
皇
御
免
除
一
之
御
奉
書
之
由
、
院
奉
行
飯
尾
左

衛
門
大
夫
可
し
命
二
千
山
門
奉
行
布
施
下
野
守
一
之
由
被
罵
仰
出
一
。
即
命
し

之
。

寛
正
５
年
６
月
弱
日
当
院
領
江
州
締
田
荘
与
御
料
所
伊
勢
守
知
行
麻
生

荘
、
用
水
争
論
之
事
。
目
・
院
主
龍
尚
和
尚
一
以
軍
訴
状
一
被
し
申
し
之
。
故

於
二
殿
中
一
先
与
二
伊
勢
守
一
談
し
之
。
無
為
之
成
敗
、
可
・
一
申
付
一
之
由
被
し

申
。
冊
以
：
当
院
主
事
井
出
管
督
、
命
皇
干
彼
代
官
蟻
川
式
部
丞
一
也
。

長
享
２
年
９
月
幻
日
院
領
江
州
締
田
之
事
、
七
十
年
以
後
寺
家
直
務
之

処
、
花
山
院
直
入
：
部
彼
在
所
一
・
蒲
生
延
入
し
之
。
重
而
可
レ
被
し
成
司
御

下
知
一
之
由
披
露
為
し
幸
。
愚
云
、
然
者
奉
書
与
二
御
一
行
一
可
二
調
賜
一

云
々
・
乃
一
行
奉
書
案
賜
昌
之
奉
行
飯
尾
加
賀
守
一
。
可
レ
被
仰
付
一
云
々
。

寺
家
半
分
、
花
山
院
半
分
。
収
納
之
在
所
也
。
古
勘
定
状
如
レ
此
。
瑞
羨

監
寺
庄
主
時
也
。
自
》
花
山
被
し
自
分
者
、
寺
家
三
分
一
、
家
門
三
分
二

取
之
云
々
・

長
享
２
年
ｎ
月
２
日
自
二
鹿
苑
院
一
以
：
納
所
一
院
領
江
之
締
田
之
事
、

与
：
花
山
院
一
有
皇
争
論
之
子
細
一
、
可
レ
成
：
奉
瞥
之
由
自
・
東
府
飯
尾
加



五
各
伝
承
地
の
宗
祇
顕
彰
の
現
状

佐久良川にかかる縞田橋

殿
御
年
忌
御
焼
香
事
：
…
・
・
五
、
中
昇
蔵
主
事
…
…
。
六
、
就
締
田

事
・
鹿
苑
一
行
経
・
莱
室
公
一
兄
云
。
寺
家
支
証
紛
失
之
故
、
訴
訟
之

儀
難
し
立
・
雌
し
然
百
余
年
当
知
行
上
者
、
庄
主
職
事
者
如
・
先
規
一
為
・
寺

家
一
拘
し
之
。
本
役
事
者
厳
重
花
山
院
江
可
・
執
沙
汰
・
若
又
公
用
無
沙

汰
則
其
時
可
し
有
御
訴
訟
・
乎
云
々
。
七
、
因
州
聖
応
寺
入
寺
全
班
首

座
書
立
事
。
…
…
六
、
両
奉
行
披
露
時
、
此
一
行
供
二
台
覧
一
可
レ
白
之
命

有
し
之
。

延
徳
３
年
６
月
別
日
又
云
、
続
田
事
其
後
如
何
。
愚
云
。
来
廿
六
日
御

参
内
以
前
者
諸
公
事
定
可
レ
被
レ
間
。
可
し
被
相
待
云
々
・

玉
造
荘
と
椅
田
荘
の
内
、
私
は
締
田
荘
に
魅
力
を
感
じ
る
。
そ
れ
は
応

仁
の
乱
を
避
け
て
、
応
仁
元
年
（
一
四
六
七
）
八
月
、
相
国
寺
の
桃
源
瑞

仙
た
ち
が
疎
開
し
た
郷
里
市
村
（
滋
撹
県
愛
荘
町
）
が
締
Ⅲ
荘
に
近
い
か

ら
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
も
宗
祇
の
出
生
地
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
た

だ
締
皿
を
流
れ
る
佐
久
良
川
の
上
流
に
は
、
景
徐
た
ち
を
庇
談
し
た
蒲
生

智
閑
の
館
の
あ
る
佐
久
良
が
あ
り
、
蒲
生
氏
の
本
拠
地
日
野
が
近
い
の
で

あ
る
。妓

後
に
宗
祇
に
関
わ
る
各
地
の
宗
祇
顕
彰
の
現
状
と
い
う
か
、
問
題
点

､｡
"、
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み
を
報
告
す
る
こ
と
と
し
、
宗
祇
の
出
生
地
は
我
が
町
と
い
う
よ
う
な
話

は
し
な
い
こ
と
を
約
束
し
た
。
こ
の
よ
う
に
伝
承
地
も
含
め
た
宗
祇
の
関

係
地
が
集
ま
り
、
各
地
で
宗
祇
の
顕
彰
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
、

報
告
し
合
う
の
も
、
ま
た
有
意
義
で
あ
っ
た
。

最
後
に
、
金
子
金
治
郎
氏
が
宗
祇
の
出
生
地
と
比
定
し
た
能
登
川
町

（
現
、
東
近
江
市
）
で
も
盛
ん
に
宗
祇
の
顕
彰
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
記

し
て
お
き
た
い
。
東
近
江
市
立
図
書
館
能
登
川
支
所
（
旧
、
能
登
川
町
立

図
書
館
）
の
裏
庭
に
は
長
髭
の
宗
祇
座
像
の
レ
リ
ー
フ
が
あ
っ
て
、

ふ
る
さ
と
に
て

か
げ
涼
し
南
の
み
山
北
の
海

の
発
句
を
浮
き
立
た
せ
た
宗
祇
顕
彰
碑
が
建
つ
。
側
面
に
、

顕
彰
碑
建
立
に
よ
せ
て

和
歌
の
西
行
俳
句
の
芭
蕉
と
共
に
日
本
三
大
漂
白
詩
人
と
言
わ
れ

る
室
町
時
代
の
連
歌
師
宗
祇
（
一
四
二
一
’
一
五
○
二
）
の
出
自

に
つ
い
て
こ
の
た
び
金
子
金
治
郎
氏
（
広
島
大
学
名
誉
教
授
）

が
宗
祇
の
父
は
近
江
国
守
護
職
六
角
家
の
重
臣
守
護
代
伊
庭
氏

で
あ
る
と
の
学
説
（
金
子
氏
著
宗
祇
の
父
と
母
と
）
を
発
表
さ
れ

ま
し
た
わ
が
能
登
川
町
出
身
で
あ
る
と
の
確
定
し
た
今
日
自
然
・

人
・
平
和
を
愛
し
た
師
の
遺
徳
を
讃
え
建
立
す
る
も
の
で
す

能
登
川
町

一
、
。
、

↑
〆
｛
〆

に
触
れ
て
お
き
た
い
。

平
成
一
四
年
（
二
○
○
二
）
は
宗
祇
没
後
五
○
○
年
に
あ
た
り
、
各
地

で
宗
祇
に
関
す
る
記
念
行
事
が
あ
っ
た
。
そ
の
一
つ
、
和
歌
山
県
吉
備
町

（
現
、
有
田
川
町
）
で
は
同
年
三
月
二
三
日
、
記
念
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ

（
割
）

れ
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
今
に
生
き
る
宗
祇
」
が
行
わ
れ
た
。

司
会
の
嶋
田
癖
宏
氏
の
下
、
私
（
鶴
崎
）
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
承
っ

た
の
で
あ
る
が
、
参
加
者
の
顔
触
れ
と
各
地
の
宗
祇
と
の
関
係
を
紹
介
す

る
と
、

長
谷
川
美
雄
氏
滋
賀
県
能
登
川
町
（
現
、
東
近
江
市
）
Ⅱ
金
子
金
治
郎

氏
に
よ
る
宗
祇
出
生
地
の
比
定
地

栗
山
重
雄
氏
和
歌
山
県
吉
備
町
（
現
、
有
田
川
町
）
Ⅱ
宗
祇
出
生
地
の

宗
祇
屋
敷
伝
承
地

の
り
ひ
こ

金
子
徳
彦
氏
岐
阜
県
大
和
町
（
現
、
郡
上
市
）
Ⅱ
古
今
伝
授
の
東
常
緑

館
跡

福
手
寛
氏
岐
阜
県
八
幡
町
（
現
、
郡
上
市
）
Ⅱ
古
今
伝
受
時
の
住
居
跡

白
雲
水

杉
中
浩
一
郎
氏
和
歌
山
県
田
辺
市
Ⅱ
宗
祇
庵
、
近
く
の
御
坊
市
に
は
宗

祇
の
庇
護
者
湯
川
政
春
の
居
城

み
つ
ひ
ろ

芹
津
充
寛
氏
（
静
岡
県
裾
野
市
）
Ⅱ
宗
祇
の
墓
所
桃
園
の
定
輪
寺

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
前
に
、
各
地
の
宗
祇
顕
彰
の
具
体
的
な
取
り
組



東近江市立図香館の宗祇顕彰碑

平
成
十
一
年
五
月
吉
日

と
あ
る
。
文
中
、
「
こ
の
た
び
金
子
金
治
郎
氏
（
広
島
大
学
名
嘗
教
授
）
が

…
…
学
説
（
金
子
氏
著
宗
祇
の
父
と
母
と
）
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
」
と

し
て
顕
彰
碑
建
立
の
根
拠
を
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
Ⅱ
し
て
お
き
た

い
Ｏ

現
状
で
は
景
徐
周
麟
が
い
う
「
江
東
」
を
さ
ら
に
狭
め
て
宗
祇
の
出
生

地
を
求
め
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
何
し
ろ
十
分
な
史
料
を
欠
く
か
ら

で
あ
る
。
私
も
『
宗
祇
」
の
執
筆
を
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〔
函
征
〕

（
１
）
①
荒
木
良
雄
氏
『
宗
祇
』
創
元
社
昭
和
恥
年

②
伊
地
知
誠
男
氏
『
宗
祇
』
脊
梧
堂
昭
和
旧
年
会
伊
地
知
繊
男

著
作
集
Ｉ
』
汲
古
堂
平
成
８
年
再
収
）

③
江
藤
保
定
氏
『
宗
祇
の
研
究
」
笠
間
諜
房
昭
和
狸
年

④
江
藤
保
定
氏
「
宗
祇
連
歌
作
品
集
拾
遺
」
『
鶴
見
女
子
大
学
紀

要
●
－
９
昭
和
妬
年
四
月

⑤
小
西
篭
一
氏
『
宗
祇
』
Ⅱ
本
詩
人
選
肥
筑
庶
排
房
昭
和
妬

年
⑥
木
藤
才
蔵
氏
『
連
歌
史
論
考
」
上
・
下
明
治
書
院
昭
和
妬

年
・
蝿
（
増
補
改
訂
版
平
成
５
年
）

一
・
、
凸
二

４
〆
Ｇ
Ｉ



（
３
）
三
浦
周
行
氏
「
足
利
時
代
に
於
け
る
上
流
武
士
の
公
私
生
活
ｌ
大

館
持
房
行
状
の
研
究
ｌ
」
「
史
林
」
一
六
ノ
ー
昭
和
６
年
１
月

（
４
）
拙
稿
「
日
野
の
中
世
文
学
」
「
近
江
日
野
の
歴
史
」
第
二
巻
中
世

編
平
成
創
年
）

（
５
）
「
筑
紫
道
記
」
新
日
本
古
典
文
学
大
系
団
「
中
世
日
記
紀
行
集
」
岩

波
書
店

（
６
）
碗
、
和
漢
聯
句
作
品
集
成
」
京
都
大
学
国
文
学
研
究
室
・
中
国
文
学

研
究
室
編
臨
川
書
店
平
成
加
年

（
７
）
「
梅
庵
古
筆
伝
」
続
群
書
類
従
三
一
輯
下
続
群
書
類
従
完
成
会

（
８
）
拙
稿
「
紀
州
国
人
衆
と
寄
合
の
文
芸
」
『
和
歌
山
県
史
」
中
世
和

歌
山
県
平
成
６
年

（
９
）
辻
岡
治
男
氏
『
宗
祇
生
誕
地
の
一
考
証
」
吉
備
町
教
育
委
員
会

平
成
三
年

（
皿
）
島
津
忠
夫
氏
「
宗
祇
の
空
白
を
埋
め
る
鍵
」
「
国
文
学
」
学
燈
社

昭
和
弱
年
６
月

（
ｕ
）
島
津
氏
所
蔵
の
「
巴
聞
」
は
島
津
氏
「
連
歌
の
研
究
」
角
川
書
店

昭
和
侶
年
に
翻
刻
が
あ
る

（
皿
）
貧
睡
子
「
種
玉
宗
祇
伝
」
鈴
木
弘
宣
氏
「
紀
伊
有
田
郡
先
賢
伝
」

和
歌
山
県
有
田
郡
教
育
会
昭
和
９
年
平
成
胆
年
復
刻

（
Ｂ
）
宗
は
ん
「
宗
祇
法
師
伝
」
「
吉
備
町
誌
」
ぎ
よ
う
せ
い
昭
和
弱

一
一
〈
へ

⑦
両
角
倉
一
氏
「
宗
祇
年
譜
稿
」
「
山
梨
県
立
女
子
短
期
大
学
紀

要
」
巧
昭
和
師
年
３
月

③
金
子
金
治
郎
氏
『
宗
祇
の
生
活
と
作
品
」
桜
楓
社
昭
和
銘
年

⑨
藤
原
正
義
氏
「
宗
祇
序
説
」
笠
間
書
房
昭
和
弱
年

⑩
両
角
倉
一
氏
「
宗
祇
連
歌
の
研
究
』
勉
誠
社
昭
和
帥
年

⑪
島
津
忠
夫
氏
『
連
歌
師
宗
祇
」
岩
波
書
店
平
成
３
年
（
島
津

忠
夫
著
作
集
四
「
心
敬
と
宗
祇
」
和
泉
書
院
平
成
肥
年
再

収
）

⑫
金
子
金
治
郎
氏
「
宗
祇
の
父
と
母
と
」
「
国
語
と
国
文
学
」
東
京

大
学
国
文
学
会
平
成
７
年
７
月

⑬
奥
田
勲
氏
「
宗
祇
」
吉
川
弘
文
館
人
物
叢
瞥
平
成
皿
年

⑭
金
子
金
治
郎
氏
「
連
歌
師
宗
祇
の
実
像
」
角
川
書
店
平
成
ｕ
年

⑮
末
柄
豊
「
宗
祇
」
「
日
本
歴
史
」
吉
川
弘
文
館
平
成
吃
年
２
月

⑯
藤
原
正
義
氏
「
乱
世
の
知
識
人
と
文
学
」
和
泉
書
院
平
成
吃
年

⑰
奥
田
淳
一
氏
「
連
歌
師
宗
祇
と
近
江
』
サ
ン
ラ
ィ
ズ
出
版
平

成
加
年

⑱
島
津
忠
夫
氏
「
宗
祇
の
顔
影
像
の
種
類
と
変
遷
」
和
泉
書
院
平

成
認
年

（
２
）
景
徐
周
麟
「
種
玉
宗
祇
庵
主
肖
像
賛
」
「
翰
林
萌
蔵
集
」
第
一
一
巻

上
村
観
光
編
「
五
山
文
学
全
集
」
第
四
巻
思
文
閣
昭
和
侶
年
復
刻



年
、
伊
地
知
氏
「
宗
祇
」
②
所
収
の
高
野
氏
本
「
表
句
秘
講
（
天
水
抄
）

宗
祇
筑
紫
紀
行
」
の
後
付
の
宗
祇
伝
と
ほ
ぼ
同
文

（
ｕ
）
藤
原
正
義
氏
「
高
代
寺
日
記
考
」
北
九
州
大
学
文
学
部
紀
要
昭

和
髄
年
吃
月
～
師
年
８
月

（
応
）
奥
田
淳
一
氏
「
連
歌
師
宗
祇
と
近
江
」
⑰
の
第
廻
章
「
宗
祇
と
蒲

生
氏
」
に
は
大
阪
歴
史
博
物
館
蔵
「
宗
祇
書
状
」
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ

て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
金
子
氏
の
伊
庭
氏
出
生
説
に
つ
い
て
は
述

べ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
も
一
つ
の
意
思
表
示
と
し
て
拝
見
し
た

（
略
）
拙
稿
「
摂
津
国
人
領
主
塩
川
氏
の
記
録
」
関
西
大
学
史
学
会
「
日

本
史
学
論
集
」
昭
和
別
年

（
Ⅳ
）
拙
稿
「
近
江
国
人
衆
の
千
句
連
歌
興
行
ｌ
永
原
千
句
・
十
花
千

句
・
伊
庭
千
句
ｌ
」
「
日
本
文
化
史
論
週
叢
」
柴
田
責
先
生
古
稀
記
念
会

昭
和
別
年

（
肥
）
中
川
芳
雄
氏
「
連
歌
師
宗
長
」
「
静
岡
市
史
」
原
始
古
代
中
世
静

岡
市
役
所
昭
和
茄
年

（
⑲
）
拙
稿
「
戦
国
を
往
く
連
歌
師
宗
長
」
角
川
書
店
平
成
吃
年

（
釦
）
森
田
恭
二
氏
「
稚
児
愛
満
丸
二
十
八
年
の
生
涯
」
帝
塚
山
学
院
短

大
年
報
妬
平
成
ｎ
年
吃
月
、
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
研
究
論
集
」
１

「
「
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
」
に
見
る
連
歌
興
行
（
二
）
」
「
大
乗

平
成
ｎ
年
吃
月
、

和
泉
書
院
再
録

院
寺
社
雑
事
記
研
究
論
集
」
２
平
成
巧
年
和
泉
書
院
、
。
大
乗
院

寺
社
雑
事
記
」
に
見
る
連
歌
興
行
（
三
）
」
「
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
研
究

論
集
」
３
平
成
旧
年
和
泉
書
院

亜
）
演
中
修
氏
「
〈
資
料
翻
刻
〉
内
閣
文
庫
蔵
「
難
波
草
紙
」
」
「
文
学
研

究
稿
」
４
中
央
大
学
文
学
研
究
稿
の
会
昭
和
師
年
ｕ
月
）

（
躯
）
「
蔭
涼
軒
日
録
」
玉
村
竹
二
・
勝
野
隆
信
校
訂
編
集
史
籍
刊
行
会

（
型
）
「
吉
備
町
宗
祇
法
師
五
百
年
祭
記
念
誌
ｌ
今
に
生
き
る
宗
祇
ｌ
」
宗

祇
法
師
五
百
年
祭
実
行
委
員
会
平
成
皿
年

本
稿
執
華
に
当
た
っ
て
和
歌
山
県
有
田
川
町
の
嶋
田
癖
宏
氏
の
お
世

話
に
な
り
、
ま
た
現
地
調
査
で
は
中
世
公
家
日
記
研
究
会
の
湯
川
敏
治

氏
・
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
研
究
会
の
竹
地
亜
樹
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
た
。

お
礼
申
し
上
げ
る
。（

つ
る
さ
き
ひ
ろ
お
・
帝
塚
山
学
院
大
学
名
誉
教
授
）

暑
く
Ｌ

｜
型
玩
Ｊ
〆

〆ー、

型 平大
成年

拙１３報
稿年４ ６


